
 

 

実施日 令和３年１２月１日 担当 長崎労働基準監督署 

保健衛生業における労働災害防止の周知を行いました。 

 長崎労働基準監督署（署長 渡邊 正）では、保健衛生業における労働災害の防止を

図るため、長崎市及び当署管内の社会福祉協議会に対し、腰痛予防動画サイト及び高

齢者の安全衛生管理WEBセミナー等にかかる案内を行いました。 

１．労働災害の発生状況について 

 当署管内の休業 4日以上の死傷者数は、10月末現在で 556人となっており、こ

れは前年同期と比較して 53人（＋10.5%）増加しています。特に、保健衛生業にお

いては、10月末現在で 168人と前年同期と比べ 65人と大幅（＋22.1%）に増加

しており、慌ただしくなる年末年始は更なる労働災害の増加が懸念されるところで

す。 

２．保健衛生業における労働災害防止の周知について 

 当署管内では、保健衛生業の労働災害の多くを占めている「腰痛災害」や「転倒災

害」の防止を図るため、長崎市及び当署管内の社会福祉協議会に対し、腰痛予防動画

サイト及び高齢者の安全衛生管理WEBセミナー等についての案内（別添）を行いま

した。 

  

長崎労働基準監督署では、引き続き労働災害撲滅に向けた取組を積極的に行ってい

きます。 
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  令和 3 年 12 月 1 日 

 

  事 業 主 の 皆 様 へ 

 

      長崎労働基準監督署 

    

保健衛生業の労働災害防止について 

 

 平素は労働災害の防止にご理解とご協力を賜り厚く御礼申し上げます。 

 さて、保健衛生業の労働災害は全国的にも増加しており、また、長崎労働基準

監督署においても前年同期と比較して 70％増加し、当署管内の労働災害の 30％

を占めています。 

 保健衛生業の労働災害を「事故の型」でみると「転倒災害」及び「腰痛災害」

が多く発生しており、厚生労働省では、これらの労働災害の防止にかかる動画サ

イトの開設や WEB セミナーを開催しておりますので、職員研修や定例の会議

（安全衛生委員会等）などでご活用頂きますようお願い致します。 
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※ 本統計は休業4日以上の労働者死傷病報告により作成

保健衛生業の労働災害発生状況
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